
１　学校経営の重点における自己評価

番号 領域 評価内容 対象となる具体的取組 平均 昨年度比

①
「高大接続改革推進事業」「インスパイア・ハイスクール事業」「ひょうご学力向上サポート事業」を活用し、
生徒自らが積極的に言語活動や探究活動等を通じて学力向上を図るための教育環境づくりを進める。 3.2 0.1

②
ひとり一人の能力・適正に応じた教育および学習指導を行うことにより、生徒が喜びと期待を持って登校する学
校づくりを進める。 2.9 -0.2

③
キャンパスカウンセラーや関係機関等との連携、教職員のカウンセリングマインドの向上等を図ることにより、
生徒の悩みを受け止める教育相談体制を充実する。 3.4 0.1

①
ホームページの充実、学校だより、学年通信、保護者懇談会、さくら連絡網などを通じて、保護者や市民等に対
して学校行事や学年の取り組み、部活動などの計画や成果を積極的に発信する。 3.4 0.3

②
家庭訪問や面談等を通じて学年・学級担任等と保護者との共通理解を図り、家庭と学校との連携を密にし、生徒
ひとり一人の成長を支援する。 3.3 0.1

③
総合的な学習（探究）の時間や高校生就業体験事業、科目「体験活動」等を通じて、職業研究、職業体験を積極
的に進めることにより、生徒の健全な職業観や勤労観を培うとともに、進路希望の自己実現を支援する。 3.0 0.1

①
市・市教育委員会、幼稚園・保育所、小・中学校等と連携し、地域で生まれ地域で育つ子どもたちの最終の公立
学校（公的後期中等教育機関）としての責任を果たす学校づくりを進める。 2.8 0.3

②
学校教育全体を通じて、地域の伝統文化・行事の継承や生涯学習スポーツ、PTAや地域住民と連携したふるさと貢
献・活性化活動、国際交流活動等に積極的に参加することにより、ふるさとを愛し、地域社会の一員として積極
的に生きる人材を育成する。

2.9 0.2

③
学校評価とその公開を積極的に進めることにより、本校教育の可視化を図るともに、地域住民の期待や要望等を
教育活動に活かすことに努める。 2.9 0.3

①
教材研究・授業研究や各種研修による授業の充実を図るため、ノー残業デー、ノー会議デー、ノー部活デーを設
定し、教職員ひとり一人の資質向上と心身の健康増進に努める。 2.6 -0.1

②
シラバス（3年間を見通した教育計画）を作成し、教職員の共通理解と教育内容の平準化を図るとともに、シラバ
スを生徒・保護者等へ配布、授業の公開等により、本校教育の信頼づくりに努める。 3.0 0.2

③
教職員が互いを認め合い、気軽に相談できる職場づくりに努めることにより、教職員が自信と生き甲斐を持って
働ける学校づくりを進める。 3.2 0.1

２　教育活動各項目における自己評価

番号 領域 重点事項 評価項目 平均 昨年度比
① 家庭や地域への情報発信 3.1 0.1
② 地域、家庭、関係機関との連携 2.9 -0.1

③ 外部評価を活用した学校運営の推進 2.6 0.2

① 生徒指導方針の確立と指導体制の推進 2.6 0.0

② 生徒の内面の理解を図る指導の工夫 2.8 0.0

③ 学年間の連携及び家庭との連携 2.8 0.2

① 進路指導体制の充実 3.0 0.2

② 職業観・勤労観の育成と進路意識の向上 2.9 0.1

③ 生徒の自主的な進路選択能力の育成 2.8 0.0

① 実践的指導力の育成 3.0 -0.1

② 計画性を持ったICTの活用等研修の充実 3.1 0.0

③ 授業評価等を利用しての、授業改善への取り組み 2.9 0.1

① 実効性のある学校防災マニュアル策定 2.5 0.0

② 家庭・地域・関係機関と連携した危機管理体制の推進 2.6 0.2

① 事務の見直しと勤務の縮減 2.2 -0.2

② 会議等の精選及び短縮 2.2 -0.1

①  Crassroom等を活用した遠隔指導の充実 3.3 -0.1

② 学年・学級経営の充実 3.1 0.0

③ 各種委員会の充実 2.8 0.3
① シラバスに応じた適切な学習計画の推進 3.0 0.1
② コースの特性を生かした教育課程の推進 2.9 -0.1

③ 多様な進路に対応した学習計画の推進 2.9 0.0

① 生徒の学力の把握と評価基準の設定 3.0 -0.1

② ICTを活用した授業改善の推進 3.2 0.1

① 評価方法の創意・工夫 3.0 0.3

② 習熟度及び選択科目の設定による指導形態の工夫 3.1 0.3

① 生徒の自主的な活動につながる学習の工夫 2.8 -0.1

② 教職員の協働体制の確立 2.8 -0.1

① 自主的・実践的な活動の活性化 2.8 0.1

② 学校行事の内容の充実及び精選と変更 2.8 0.1
① 特別支援教育の推進 2.9 0.1
② 課題を抱える生徒への指導体制の充実 2.9 -0.1

③ 保健教育の指導体制の充実 2.8 0.0

④ 教育相談の充実 3.1 0.0

① 命を大切にする教育の推進 2.9 0.3

② 防災安全教育の指導体制の充実 2.8 0.3

① 人権教育指導体制の確立 2.8 0.3

② 確かな人権意識の育成 2.9 0.3

① 環境教育の指導体制の充実 2.8 0.3

② 学校美化の向上 2.9 0.1

① 図書室の利用向上 2.3 -0.2

② 読書意識の向上 2.1 -0.2
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環境教育

学校図書教育

17 特別支援教育・保健教育

18 防災・安全教育

19 人権教育

14 個に応じた学習指導の徹底

15 総合的な探究の時間

16

教
育
課
程

特別活動

13 基礎・基本の定着

12 特色ある教育課程の推進

5 開かれた学校づくり

6 生徒指導

11 学校運営全般

学
校
運
営

7 進路指導

8 教職員の資質向上

9 危機管理体制の整備

10 勤務時間の適性化

兵庫県立篠山鳳鳴高等学校　令和３年度学校評価

達成度を４段階（１できなかった  ２あまりできなかった  ３まあまあできた  ４よくできた）で評価

1

学
校
経
営
の
重
点

個に応じた知識理解の伸長と自尊心の
涵養

2 保護者から信頼される学校づくり

3 地域に信頼される学校づくり

4
教職員が自信を持って働ける学校づく
り



① 研究指定事業（高大接続改革推進事業、インスパイア・ハイスクール、ふるさと貢献・活性化事業　等）の推進 3.0 0.1

② 外部講師の活用 3.0 0.4

学校関係者評価
・現状分析、課題把握、課題解決の方策について全職員共有のもと、実効性のある取組を期待いたします。
・教育企画部が本格的に活動されているようで、頼もしく思います。これまでの流れもあり、学校改革につなげていくのは困難を伴うと思いますが、「ま
ずはやってみて、不都合なことが出れば、修正していく」というやり方でやっていただければうれしいです。
・生徒と共に考えたり、生徒に意見を聞いたりすることもよい方法だと思います。そのような場を持つことにより、ヒントが得られるかもしれません。学
校は教職員だけが生徒を引っ張っていくところではありませんので、共に成長していってほしいです。
・コロナ禍でもあり、生徒、地域の結びつきなど、減少する時期が多かったこともあり、学校との連携という部分では難しかったと思います。
・教育活動各項目における自己評価において、２１の①及び②の図書室利用や読書意識の向上について、最も平均が低いうえに、昨年度比が-0.2下がって
いる点が気になりました。一般的にインターネットの普及により本離れが進んでいると思いますが、今後、学校の課題として読書意識を維持または向上さ
せるのか、それとも時代の流れにあらがうことなく進まれるのかの選択をされ、前者であれば学校経営の方針の盛り込まれてはどうかと感じました。
・新しい教育課程に備えて教材研究などの準備が大変だと思いますが、頑張ってください。
・コロナ禍でできなかったことが多いことは、どこの教育機関でも同じだと思います。辛かったこと苦しかったことなど、生徒の不安や苦悩に寄り添って
乗り越えることができたか、どのような対応があったかを評価項目に入れて欲しいと思いました。
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学校の個性化・特色化


